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写真2 . 常滑市鬼崎地区のウラギク （ 1986.11.2)

町の塩田跡地には、南知多ビーチランドが建設開園され 

ているが、一角の沼池に群生が残存している。

抽水性のシバナについては、伊勢湾側の知多市、常滑 

市、美浜町と衣浦湾の最奥部境川にその生育記録がみら 

れる。伊勢湾側の生育地はすべて消滅。現在、衣浦大橋 

北方の東浦町藤江の護岸堤防下に、小群生を確認するの 

みとなった。塩水の入る河口や用水に群生するウラギク 

は、まだ半島内各地でみられ、水質汚染に耐えて咲く花 

はたくましい。

バ イ カ モ の 8 弁花

角 野 康 郎

バイカモの花弁ほ5枚がふつうで、注意しているとま 

れに6枚のものがある。ところが、昨年12月13日、兵庫 

県氷上郡青垣町の佐治川（加古川上流）で開花中の花の 

中に8弁のものを1 コ見つけた。珍しい例ではないかと 

思うので、写真で紹介しておきたい。

ところで、バイカモの花期について手元の文献をみる

と、 6 〜 8 月としているもの（佐竹他編 r日本の野生植 

物』など）から、 3 〜11月 （大滝・石戸著 r 日本水生植 

物図鑑J ) としているものまであるが、私自身の観察に 

よるともう少し長いよう だ 。 事実、上記の観察も12月中 

旬のもので、いかに暖冬とはいえ狂い咲きといった性質 

のものとは思われなかった。では、真冬にはどうなるの 

かと思い、去る 2月 7 日に現地の様子を見に行った。バ 

イカモはあざやかな緑色で元気よく育っていたが、さす 

がに水面上に出て咲いている花はなかった。しかし、水 

中で開花中の花をいくつか認めたほか、つぼみは次々と 

発達していることが確認できた。実がたくさんあったこ 

とも、ごく最近の開花を示唆していた。ちなみに当日は 

暖かい日で、正午の水温は9 .2°Cであった。 '

豊富な湧水があって冬も水の暖かい所では、一年を通 

して開花が続くのではなV、かというのが私の予想である。 

身近にそのような場所のある方に、ぜひ確かめていただ 

きたいものと思っている。
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これまでの研究で、植物の重量当りでは抽水植物より

も沈水植物に付着藻類や水生昆虫が多く住んでいること 

が知られている0 この理由として重量に対する表面積の 

比が沈水植物の方が大きいためと考えられてきたのを実 

際に検証したもの。 7 種の沈水植物と11種の抽水植物の 

表面積を測定した結果、比の平均値は沈水植物が319、 

抽水植物が2 4 7 d /g 乾重であった。 これは仮説を裏づ 

けるもので、今後水草を他の生物の基質とかかくれ家と
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